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2025年全国研究発表大会が 2025年 10月 25日・
26日の2日間，「BANI時代における新たな価値創造」
のテーマのもと，北海学園大学で開催されました．
本稿では，大会の基調講演の内容をお伝えします．
基調講演は，北海道を代表する IT企業である株
式会社HBAの代表取締役執行役員社長の白幡一雄
様にご登壇いただき，「北海道から考える持続可能
な未来」についてお話しいただきました．
白幡社長は北海学園大学大学院経営学研究科を修
了されており，そのご縁で今回の基調講演をお引き
受けいただきました．今回のご講演では，今大会の
キーワードでもある「BANI時代」を起点に北海道
の現状を整理していただき，見えてきた課題に対し
て ITがどのように貢献できるのかということをご
発表いただきました．

1.　はじめに

ただ今ご紹介にあずかりました，株式会社HBA
の白幡でございます．先ほど森下学長（北海学園大
学）のお話にもございましたが，北海道での全国研
究発表大会の開催は 22年ぶりということで，今回，
北海道企業の代表として私が講演する機会をいただ
きました．
私の会社は北海道に本社を置く IT企業でござい

ます．本日は「北海道から考える持続可能な未来」
をテーマに，北海道の企業を取り巻く事業環境や事
業課題，当社のこれまでの北海道での事業展開の経
緯や，昨今急速に広がっている生成 AIの活用状況
などを踏まえて，北海道の持続可能性についてお話
しできればと思っております．
最初に，今回全国研究発表大会の開催地となった
北海道の特徴について，いくつかのデータや比較を
基にお話ししたいと思います．今回の大会テーマが
「BANI時代における新たな価値創造」であること

から，脆弱・不安・非線形・不可解といった状況の
中での北海道の事業の課題について，その後にお話
ししたいと思います．
北海道において「BANI時代」のような環境下で

の課題解決の取り組みの一つには，雪の活用がある
のではないかと考えております．当社の事例や北海
道の企業の事例を踏まえてお話ししたいと思いま
す．最後に，それらを踏まえた上で，本大会のホー
ムページにも掲載されていました，意味や共感，回
復力，包摂性といった面から，北海道発の価値創造
について考えを述べていきたいと思っております．
私はもちろんアカデミックな研究をしているわけで
はありませんので，あくまで企業目線であることを
ご承知おきいただければ幸いです．
本題に入る前に少し自己紹介させていただきま
す．もともと技術者を志して工学部を卒業し，今
の会社へ SE・プログラマーとして入社いたしまし
た．当時は優秀な技術者を目指して業務に従事して
いましたが，20代後半の中で急きょ SE部門からス
タッフ部門，当時の経営企画部門に異動し，会社の
事業計画策定や社内経営システムの策定といった業
務にも携わって参りました．もともと技術者でした
ので，管理会計や経営についてはほとんど勉強して
おらず，30代最後の年にこれではいけないと考え，
北海学園大学大学院経営学研究科に入学しました．
そこではなんとか体系的に経営を学ぶことができた
と感じております．
その後，大学院のご縁で，今でも月一回さまざま
な勉強会に参加しております．最近では，チェス
ター・バーナードの『経営者の役割』を輪読する会
にも参加しております．そこで，今回，中村先生
（北海学園大学）とも知り合うことができ，この講
演依頼というご縁につながりました．
続いて当社について簡単にご紹介いたします．会
社概要ですが，主に法人向けに ITソリューション
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を提供している企業です．北海道札幌に本社があ
り，東京，大阪，山梨にも開発拠点，タイに事業子
会社もございます．設立は 1964年で，昨年ちょう
ど 60周年を迎えました．現在，826名の社員を擁
し，さまざまなお客様と仕事をしている状況です．
もともとは自治体や官公庁の受託計算から始まりま
した．60年前は給与計算をコンピュータで行うこ
と自体が珍しく，それを代行する会社としてスター
トしました．現在はソフトウエア開発，クラウド
サービス，IT・AIを活用したソリューション展開
を行っております．
ちなみに 60周年ということで，昨年は北海道出

身バンドGLAYと当社初の広告によるコラボCM
を展開しました．GLAYの 30周年と当社の 60周年
を記念してのもので，曲「シェア」を利用したテレ
ビCMは全国でも半年ほど放映され，北海道内で
は今も流れております．
さて当社の主な事業についてご説明いたします．
大きく四つございます．
一つ目は，システムインテグレーションサービス
です．官公庁や民間企業向けのさまざまなシステム
導入を手掛けております．民間では北海道に多い流
通業向け受発注システム，販売管理，生産管理シス
テム等を提供しております．地方自治体向けには住
民情報サービスを，北海道庁向けには自動車税シス
テムなどを提供しております．
二つ目はソフトウエア開発です．ソフトウエア開
発業務は主に東京方面が多いのですが，テレコム
キャリア系システムや半導体製造装置，自動車搭載
用の車載組込ソフトウエアも増加しています．
三つ目はクラウドサービスです．クラウドサービ
スについては，大手もありますが，当社でも一部自
社のクラウドを持ち，そこを大手と連携させる事業
を推進しています．
最後にアウトソーシングサービスです．当社が自
治体事業から始まったこともあり，各市町村が発行
するいろいろな納付書や各種証明書等のコンピュー
タ処理から印刷・発送までを担っております．
このような四つの事業軸に加え，ロボットソリュー

ションやAI・XR分野の取り組みも開始しております．
特に受託開発が多い中，今後自社サービスや製品を
増やしていくことが課題となっています．
会社紹介の最後になりますが，当社は IT企業で

すが，経営理念は「私たちHBAは，ITとHuman-
ityの融合により，お客様と社会の幸せに貢献しま
す」とし，社会と人々の幸せの追求を柱としており
ます．「ITで幸せに挑む」というタグラインもあり，
「お客様の課題解決を通じて社会の課題を解決し，
誰もが幸せな社会を実現する」ことをパーパスとし
て掲げております．北海道はさまざまな課題がある
先進地域ですが，地場企業として課題解決を進め，
全国やグローバルにもソリューション展開すること
を目指しています．

2.　北海道の特徴

本題に入ります．まず北海道の特徴について，い
くつかの観点からご紹介いたします．
最初は面積の比較です（図 1）．飛行機で来られた

方で JR利用の方は，おそらく新千歳空港でご覧に
なったと思いますが，他府県と比較した北海道の大
きさは圧倒的です．北の宗谷岬から南の襟裳岬まで
本州に重ねると，日本海から太平洋まで一気に突き
抜けるほどで，大きさが北海道の第一の特徴です．
このように大きいため，人口密度は 1平方キロ
メートルあたり 67人．全国平均が 338人ですので，
約 5分の 1です．都道府県別でも最も低い数字と
なっています．面積は 83,460平方キロメートルで，
国単位で比較するとオーストリアと同等です．

次に人口推移についてです（図 2）．点線グラフ
が全国，日本全体の推移で，実線が北海道の推移で
す．北海道は 1997年が人口のピークで，全国は
2008年です．北海道は全国より 11年ほど早く人口
減少が始まっています．同様に高齢者の増加や生産
労働人口の減少も約 10年早く進んでおり，企業に

図1　北海道の特徴：面積（出典：スライド資料より）
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おける労働力不足や後継者問題にも顕著に表れてお
ります．

北海道の景気は「飛行機の後輪」とも呼ばれ，飛
び立つ際は最後まで地面についていて，着陸時は最
初に着地するという例えで，北海道の景気は，上昇
するときは一番遅く，下降するときは一番始めに悪
化すると言われています．北海道は全国に先駆けて
課題が浮き彫りになる地域だと言えます．
続いて産業別の話です（図 3）．3年前の資料にな
りますが，第 1次産業が 4.2%，全国は 0.9%であり，
全国に比べ非常に高いです．第 2次産業は 16.4%
（全国 25.4%），第 3次産業が 77.7%（全国 72.7%）
で，第 1次産業・第 3次産業が高い一方，第 2次産
業が低い傾向です．

さらに詳しく見ると，農業は北海道 4.2%, 全国
0.9%で高く，製造業は全国 19.8%に対し北海道
8.7%．製造業内訳でも食料品の比重が大きく，電
気・機械・化学分野は低いです．本州は自動車産業
等が川下まで波及していますが，北海道ではそうし

た高付加価値の製造業が少ないことが課題です．
ただ一方で全体的なGDPを見ますと，製造業が

少ない中でも都道府県別GDPでは全国 8位となっ
ており，必ずしも生産量で劣っているわけではあり
ません．東京はもちろんトップですけれども，千葉
県や福岡県と同じぐらいの生産量があるということ
です．
ちなみにこの全国 8位のGDP, 他国と比較する

と，北海道の名目GDPは 2022年度で約 20兆円と
言われています．2020年と 2019年のデータで比較
すると，他国と比べても，クウェートやハンガリー，
モロッコ等と同等レベルのGDPがあります．面積
同様，生産力も一国並みと言えます．ただし，先ほ
どのデータのとおり，製造業の競争力には問題が
残っております．

3.　北海道の IT企業

ここで当社が所属する IT業界についてもご紹介し
ます．北海道 IT推進協会の資料を基にしています．
北海道 IT産業総売上高の推移（図 4）を見ると，
リーマンショック後の 2009～ 2011年は若干落ち
込みましたが，概ね右肩上がりです．北海道内で安
定して伸び続けている産業は珍しいと言えます．

また工業出荷額の業種比較（図 5）では，食料品
製造業が突出して多いですが，石油・石炭関連製品
の次に IT産業が位置付けており，それ以外の業種
に比べると非常に高い順位となっております．IT産
業は北海道においての主要産業の一つと言えます．
ただし売上先は同業他社からの受託が多く，自社
サービス・自社製品で伸びる企業が少ないことが北

図 2　 北海道の特徴：人口推移（出典：スライド資料
より）

図 3　 北海道の特徴：産業別構成比（2022）（出典：
スライド資料より）

図 4　 北海道の特徴：IT総売上高推移（出典：スライ
ド資料より）
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海道の IT企業の課題と言えます．

4.　BANI時代における北海道企業の課題

それでは，こうした北海道の状況におけるBANI
時代から見た企業の課題について各産業別に取り
上げてみます．課題については ChatGPTに業種
ごとに，RAGを使って収集したデータを参考に三
つ出しています．資料の裏付けは取っていますが，
ChatGPTからの資料である点はご了承ください．
まず農業についてですが，担い手不足，高齢化，
気候変動による収穫量や品質の変動が課題です．特
に担い手不足について，北海道農政事務所の調査に
よれば現在農業従事者は約 65,000人．その約半数
が 65歳以上です．15年前は 10万人程度でしたが
3分の 2へ減少し，高齢化も著しい状況です．また，
気候変動も大きな課題の一つです．ニュースでも取
り上げられていますが，近年，北海道の夏は暑くな
り，従来の冷涼な気候も崩れつつあります．
水産業も資源量減少や海外競争，価格下落，農業
同様の担い手不足や高齢化が進んでいます．資源量
につきましては，今回来道された皆様の中で，すで
に美味しい海産物を召し上がっている方もいると思
いますが，例えば函館のイカや北海道全域のサケ，
ホッケの水揚げ量は大きく減っており，北海道を代
表する水産物の漁獲量が減少傾向にあります．一
方，北海道の海で新たにブリなどが多く獲れるよう
になっています．北海道民は，サケは頭から尻尾ま
で食べ方がわかりますが，食文化の違いもありブリ
は比較的食べないので，漁獲があっても消費量が伸
びていません．

ホタテは養殖産業として確立しており，生産と消
費が上昇傾向にありましたが，2023年 8月のALPS
処理水放出に伴う中国の輸入停止で大きな打撃を受
けました．また北海道庁の漁業センサスでは，漁業
従事者は 2023年度で 19,900人，5年前から 18.4%
減少しており，1次産業の担い手の減少が顕著に
なっています．
観光業はインバウンドが非常に増えており，特に
アジア諸国からのインバウンドが非常に増えている
状況です．ただ北海道は，夏季はいいですが，冬季
は雪の影響で道内からの観光客は少ないように思わ
れます．一方で，全体的な観光客の入込客数は 8月
がピークですが，訪日外国人だけに限ると 12月か
ら 1月がピークとなります．最近ではニセコや富良
野，ルスツは，多くの外国人の方がいらっしゃって，
スキーをしております．スキー場がある地域は入込
数もよいですが，ない地域は，観光収益が上がらな
いという地域格差が課題の一つです．
製造業についても他の産業と同じように人材確保
が非常に困難となっており，DX対応の遅れも顕著
になっています．北海道労働局の調査では，昨年の
10月で外国人雇用者は 43,000人となっており，技
能実習生等の手も借りて人材不足を補っている状況
です．
流通業については，トラック運転手をはじめとし
た 2020年問題が北海道においても大きな影響を及
ぼしております．物資輸送用の他にも，昨今，毎
シーズンのように，北海道内のバスの路線が，どん
どん減っており，運転手不足で路線の維持ができな
い状況も多く見受けられ，対策が求められるところ
です．
人口減少による税収不足から，自治体運営の厳し
さも顕著です．2007年に北海道夕張市が財政再建
団体に指定されたように，市町村の破綻というのは
実際に起こりうるものです．
地域活性化や産業振興も重要な課題ですが，イン

フラの維持や防災対応も喫緊の課題です．全国的な
問題として下水道問題がありますが，北海道はそれ
に加えて輸送網に関しても問題を抱えています．特
に JRの路線がどんどん縮小している状況です．人
口減少による利用者の減少に加え，自然災害の影響
も大きいです．例えば根室本線では，富良野と新得
の間の線路が 2016年の大雨で流されてしまい，復

図 5　 北海道の特徴：IT産業と他業種との比較（出
典：スライド資料より）
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興できずに廃線になる事例や，2015年には日高地方
で高波を受けて線路が流されて，こちらも復興でき
ずにそのまま廃線になりました．また，2018年 9月
に胆振東部地震があり，北海道全域で停電となるブ
ラックアウトが発生し，企業活動にも大きな影響を
与えました．2020年からのコロナ禍でも，北海道は
同じ年の 2月には鈴木知事が新型コロナウイルス緊
急事態宣言を発出したため，全国に先駆けて企業活
動全般にも大きく影響しました．
温暖化についても，先ほどの話題とも重複します
が，北海道石狩浜で海水温が 1.5度近く上昇してい
ます．今年は北海道でも初めて線状降水帯が発生し
ました．今まで北海道は，温暖化の直接的な影響が
それほどなかったのですが，災害として影響が出て
きております．温暖化の影響を端的に表しているの
は，家庭のエアコンの導入率です．北海道の一般家
庭は，2014年度では 26%程度しかエアコンが普及
していなかったのですが，今年のダイキンの調査
データを参照してみると，すでに 60%まで普及率
が上昇していることが明らかになっています．もと
もと北海道は，エアコンがなくても夏を無理なく過
ごせたのですが，近年はエアコンがないと厳しく，
体感でも温暖化が進んでいるとわかる状況になって
おります．

5.　北海道における IT/AIの活用

これまで，北海道の課題についてお話してきまし
たが，解決策の一つとして ITの活用を挙げたいと
思います．事例を交えて少しお話ししたいと思いま
す．北海道では近年のトラクターは年間 3,000台以
上GPS付きが導入され，畑作業での自動走行が一
般的となりつつあります．今まで人が運転していた
ところをGPS機能で，まっすぐ動くことが常識に
なりつつあるようです．
他社の事例ですけれども，ファームノートという
企業の事例では，酪農で牛の発情検知や適切な種付
け判断が可能なシステムを導入し，生産効率向上に
寄与しています．それなりの価格のシステムです
が，牛の種付けを 1回失敗すると 100万円単位の機
会損失が発生するため，酪農家にとっては妥当な費
用対効果があるようです．また林業でも森林資源の
調査や解析にドローンが活用されております．

当社の事例では，先ほどロボットも取り扱ってい
るとお話ししましたが，屋内型作業支援ロボットソ
リューションという事業も展開しております．まだ
実証実験の段階ですけれども，自動で道路の草刈り
や空き地の草刈りを実施します．市町村や地域業者
も担い手不足で，夏の草刈り作業が不十分となり，
ロボットで代替できないか，また機械の点検を，自
走式のロボットでできないかというソリューション
も展開しています．
運輸交通のような事例ですけれども，AI活用型
のオンデマンドバスや自動運転バスの事例がありま
す．多くの市町村で実証実験を実施しており，さら
に実際にサービス化しているところもあります．札
幌市内でも，北海学園大学の豊平キャンパスから
30分ほどの所にある定山渓温泉において，温泉街
の中を自動運転で走るバスが運行されています．ま
だ実証実験の段階ですが，定山渓温泉に泊まる方が
いらしたらご利用してみてください．当社も石狩市
で住宅街と病院やスーパーなどの商業施設を結ぶ自
動走行実験として，ゴルフカートを使った実証実験
を実施したことがあります．
次にエネルギー分野についてです．北海道電力が
系統サービス需給管理や火力発電所の運用高度化に
ITを導入しており，当社でもロボットソリューショ
ンを導入させていただいております．火力発電所は
多くのアナログのメーターや記録装置があり，一挙
にデジタル化はできないため，人が広い構内を巡回
してチェックしています．労働力不足に対し，その
作業をロボットに代替する仕組みを石狩湾新港発電
所に導入し，運用開始しているところです．このよ
うに人手不足をロボットでカバーすることが進んで
おります．
昨年度実施した総務省の実証実験では，ロボット

と5G通信を組み合わせた施設の維持管理をデジタル
ツイン空間と連携して行うことも実施しております．
また，自治体の例を紹介させていただきますと，

北海道では十勝の更別村が一番デジタル化を進めて
おり，総務省の実証指定の地域にもなっていますが，
デジタル公民館や，さまざまな申請をデジタルで処
理できるところまで進めております．窓口業務で
も，今までは，市役所や区役所へ行った際には，書
類への記載が必要でしたが，記載をしなくても済む
ような書かない窓口というものが，北見市をはじめ
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とする多くの市町村で進んでいます．さらには議会
の議事録のシステムでも ITを活用しているところが
道内でも多くなっています．
当社におきましても，音声ファイルから文字起こ

しする “Yomioto” というシステムを提供しておりま
す．また自治体では，セキュリティの問題もあり，
簡単にChatGPTを使うとデータが学習されるとい
う懸念もありますので，それを防ぐためにローカル
AIとも言い換えられる “LGC GEAR” をサービスと
して提供しております．これらのシステムを利用し
た議会答弁を作成するサービスも展開しております．
議会答弁は，もともとベテラン職員が議員からの質
問に対して，今までの答弁などを全部考慮した上で，
妥当な回答を作成するというものでしたが，ベテラ
ン職員がいなくなると，過去の答弁と相違ある答弁
ではいけないため，それらにRAGを使ったシステ
ムで，過去の議会の答弁と今の状況を合わせて適切
な回答をするサービスを道内に展開しております．
特に最近は “Mir-AI” という生成 AIサービスを北海
道新聞社と始めています．これは過去の膨大な記事
を参考にしながら，市町村が情報で検索できるとい
う制度やサービスで，開発と利用を進めております．

6.　北海道発の価値創造

このように，北海道でも ITの活用が進んでいる
のではないかなと思いますが，北海道発の価値創造
とはどういうものなのかについて，私なりに考察し
たいと思います．
企業が持続的な成長を遂げるためには，パーソル
総合研究所のホームページにも掲載されていた回復
力，共感，包摂性，意味，それに加えて，多様な視
点や即効性といった観点が重要と思います（図 6）．

これらを軸に，われわれ企業としてこれから先，ど
ういうことができるのかということを，お話しした
いと思います．
やはり，幅広いステークホルダーと協力していき
ながら価値創造するというのが重要なのではないか
なと思っております．それぞれ回復力，共感，包摂
性，多様な視点，意味，即効性に沿った形で，北海
道でどのような価値創造やそこに向けた対応ができ
るのかを事例を基に考えたいと思います．
先ほど北海道胆振東部地震の話をしましたが，そ
のときに道内に多くの店舗を持つコンビニエンスス
トアのセイコーマートが，北海道全域が停電した中
でも，当時道内に 1,100店舗あった中で 95%以上
の店舗が営業し，被災状況にある道民の生活を支え
たという事例があります．もともと北海道は特に釧
路，根室地方は地震が多く，以前も南西沖地震があ
りましたが，それらの経験を活用して，対応マニュ
アルや店舗ごとの設備を準備しており，何かあった
ときに回復できる対応をされていました．2～ 3日
停電が続いた状況の中でも，セイコーマートでは道
民に寄り添った対応をしてくれたという事例があり
ます．
北海道胆振東部地震の際の当社の事例としまし

て，当社のデータセンターの設備は，全道が停電に
なったときも，自家発電装置が稼働して管理してい
るサーバーは基本的に落ちなかったという事例がご
ざいます．自社のサービスが停止しなかっただけで
はなくて，近隣のマンション住民に対して自家発電
やUPSの電源を分けて，停電が続く中でもスマート
フォンの充電に使っていただくことも実施しており
ました．
札幌市内には複数のデータセンターがあります
が，北海道胆振東部地震の際，一部大手センターで
運用失敗により停電した事例もある中，当社は安定
運用実績を誇っております．
続いて回復力の続きになりますが，昨今は多くの
再生可能エネルギーがあり，風力発電や太陽光発電
は多くの地域で展開されています．太陽光発電は，
釧路湿原での開発で問題になっている事例もありま
すが，再生可能エネルギーの面から見ると，全般的
には非常に可能性のある地域ではないかなと思って
おります．斜面での太陽光発電や，高効率のボイ
ラーを導入している企業もあります．図6　北海道発の企業価値（出典：スライド資料より）
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また北海道は温暖化が進んでいるとはいえ東京に
比べると涼しいので，空冷式の冷却設備を使って水
使用量を削減するよつ葉乳業の事例もあります．
ちなみに当社データセンターは鹿追町のバイオマ
スプラントによる再生可能エネルギーで 100%運用
しています．鹿追町は酪農が盛んな町で，牛のし尿
を使ったバイオマスプラントを開発，導入してお
り，牛のし尿を原料に水素ガスやメタンガスを製造
しています．それ由来の電気を，FIT非化石証書を
購入し，利用しています．データセンターは過剰に
電気を使用すると批判されることも多いですが，当
社の場合はこのような形で再生可能エネルギーを活
用しています．
回復力の最後ですが，北海道はまだまだ大雪が降
ります．近年雪の降る期間が少し短くなったよう
に感じますが，よく北海道の人たちの間で，「結局
今年も帳尻が合ったよね」という話で，例年通り
に 12月に積雪がなくても，2月か 3月に 12月に降
らなかった雪が一気に降るというようなことがよく
あります．雪の総量そのものは毎年，最終的には変
わってないように感じられます．ここ数年もそう
ですが，そうなると大雪の影響で JRやバスが運行
を取りやめるというような，交通網の寸断が多くあ
り，この部分の回復力に関しては，まだまだ課題が
残っていると思います．ただテレワークも含めて地
域を超えた取引ですとか，インターネットを通じた
遠隔の作業により，回復力を代替しているのではな
いかと思います．
次に，包摂性や多様な視点から考察いたします．
新千歳空港から来た方は見えたと思いますが，滑走
路の向こう側に，IIM-1というRapidus社の半導体
製造工場が造られております．北海道としては，新
しい製造業としての代表になるものと思っており
ます．こういった北海道にまだなかったものに対
して，われわれ企業もどう対応していくかという
ことは非常に重要なのではないかなと思っていま
す．もともと川上企業がなくて，川下企業に派生す
るというものが少なかったものですから，こういう
Rapidus社のような新しく北海道に参入してきた会
社を拠点として，大きく裾野が広がる可能性はある
と思っております．
ただこれには課題もあります．北海道企業は仕事
を待っているだけでは受注できず，自ら積極的な営

業活動が必要であることを経験上痛感しています．
当社も官庁や金融機関から紹介を受けながらも，自
社で営業を行うことによりRapidus関連の仕事を獲
得できています．結局仕事を取るのは自社で積極的
に向かわないといけないということです．
先ほど話をしたデータセンターは，やはり北海道
は温暖化の影響があるとは言え，本州に比べると冷
涼な気候ですので，省エネという観点からデータセ
ンターの新設はこの先増えていくと思います．国の
取り組みでも進めており，さくらインターネットや
ソフトバンクなどの大規模なデータセンターが新設
されています．また札幌から 1時間ほど北にある美
唄市では，冬期に雪をためておいて，夏期に雪を
使った冷房をデータセンターに利用する取り組みも
行われています．ホワイトデータセンターと呼ばれ
ていますが，豪雪地帯にとって課題の雪を夏にエネ
ルギーとして活用するという，取り組みも現在進ん
でいる状況です．
また，当社もマルチクラウドの分野で大手企業と
連携して「Open Connectivity eXchange」に取り組
み，自社だけではなく大手のデータセンターと直接
回線をつないでおります．
次に意味，即興性です．われわれ IT企業はもと

もとアジャイル開発ということを非常に得意として
おります．これまではウォーターフォールと呼ばれ
る工程として，要件定義・概要設計・詳細設計・製
造・試験という一連の流れがありましたが，今はそ
れを短期間で何度も回して，まずはものを作ってお
客様に見てもらう，もしくは実際にサービスを投入
して，不便な点は直すというように，即興性がある
開発を得意としてきております．こういったところ
も，これからの企業の価値創造の中では重要になっ
てくるのではないかなと思っております．
経済産業省のデジタルガバナンス・コード 3.0で
は，DXの定義として「企業がビジネス環境の激し
い変化に対応し，データとデジタル技術を活用し
て，顧客や社会のニーズを基に，製品やサービス，
ビジネスモデルを変革するとともに，業務そのもの
や，組織，プロセス，企業文化・風土を変革し，競
争上の優位性を確立すること．」と定義付けられて
おり，即興性や意味の面ではDXは重要な点である
と思っております．
経営に求められる視点として，経営ビジョンと
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DX戦略の連動や，as is-To beギャップの定量把握，
見直し，企業文化への定着とありますが，ここで重
要なのは，昨今生成 AIが多くの範囲で活用されて
いる中で，生成 AIの活用はDX経営のあくまで手
段ということです．お客さまと話していてもわか
りますが，生成AIを活用することが目的になると，
「企業活動の中で価値創造する」ということは，目
的と手段を取り違えてしまい，うまくいかないもの
です．

DX経営においては，AI活用というのは手段だ
ということを意識した上で変革に取り組むというこ
とが，ここで言う本当の意味として本質が変革とい
うところに持っていかないと駄目だなと思っており
ます．
共感のところですけれども，いろんなステークホ
ルダーと共感を覚えて進めないと，企業としても事
業が進んでいかないなと思っております．企業に
とって社員もステークホルダーの一つです．
社員の満足度を測ることや，昨今いろいろな年
代別の対応もありますので，Z世代やアルファ世代
等の価値観の多様性をどう受容するかということも
考えなければなりません．これは社員だけではなく
て，もちろんお客様もそうですが，そういった人へ
の受容性も大事であると思います．先ほど北海道に
も 6万人を超える外国人労働者がいるとの話をしま
したが，外国人労働者との多言語対応なども，共感
を得る上でも，一緒にものを作るという共創事例と
しては大事であると思っております．
当社の取り組み事例として，「お客様向け」をス
テークホルダーと捉えたときの取り組みの一つとし
て，CS調査（カスタマーサティスファクション調
査）を毎年実施しております．また IT業界では社
員だけではなく多くのビジネスパートナーが協力し
てくれています．ビジネスパートナーへの面談やア
ンケート調査も実施して，お客さまだけではなくて
一緒に働くビジネスパートナーのメンバーもどう考
えているのかという調査も実施しています．
また，社員向けにも ES調査を実施しています．
昨今は名前を変えてエンゲージメント調査として社
内で実施していますが，それにより社員の生の声を
聞いています．社員の思いというのはトップまで届
くことがなかなか難しいのですが，このようなこと
を実施することによって少しは意見を聞くことがで

きるのではないかと思っております．
このような調査に加えて，当社では私が参加して
社員と対話をするタウンミーティングも実施してい
ます．今年は，先月から始まり，先週まででちょう
ど 20回開催しました．だいたい 30人から 40人の
社員を集めて，私が質疑応答で直接対応するという
ミーティングです．なかなかそれでも率直な意見と
いうのは少ないですが，中には批判的な意見も出て
くることもあり，私自身のメンタルも結構やられて
しまいます．「だからサラリーマン社長は駄目なん
だ」と言われたときはかなりショックでしたけれ
ど，それぐらい素直に意見を言える機会を作れてい
ることはよかったものと思っております．
また共感の面の一つとして，社員のアイデアを事
業化に結びつけるような「HBAイノベーションファ
クトリー」を開催しています．社員から多くのアイ
デアが出てきますが，事業化するプロセスを社員は
持ち合わせていないので，アイデアの提案から審査
までの仕組みを整え，事業化に結びつける取り組み
を進めています．
さらに昨今取り組んでいるのは，オフィスのリ
ニューアルです．コロナ禍で IT業界はテレワーク
に移行する企業が多いのですが，そこをもう少し変
えていきたいと考えています．テレワークばかりだ
と，お互い雑談したり，意見を交わせて新しいアイ
デア出したりというのが，なかなか難しいなと，実
感でわかってきましたので，なるべく社員を会社に
戻そうということで，オフィスをリニューアルしま
した．東京のオフィスから始まり，札幌本社や市内
の事業所もリニューアルしました．社員が会社に来
て，仕事をするだけではなく，社員同士で語り合え
る場というのをあえて作ることにより，文字通り共
感を生めるように進めております．
以上，四つの視点から北海道発の価値創造という
話をしてきました．まとめますと，一つは先ほどお
話ししたような新しい産業への対応が重要という点
です．北海道で代表となるのはRapidus社です．ま
た温暖化への対応として，温暖化している中でもそ
こに対応した取り組みが重要だという点です．私は
お酒が好きなので代表的な事例として北海道ワイン
を取り上げます．北海道ではワイナリーが増えてい
て，73カ所ほどのワイナリーがあります．温暖化
によりワインに適したブドウが栽培できるようにな
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り，ワイナリーの発展につながっています．同じよ
うな例として，岐阜県の三千櫻酒蔵は，旭川近郊の
東川町に酒蔵を移転してお酒を醸造しております．
温暖化を逆手に取って，新しい産業に結びつけるこ
とも BANI時代の価値創造の一つなのではないかと
思います．
また，今回会場となっている北海学園大学の卒業
生で一番有名な方はニトリホールディングスの似鳥
会長だと思いますが，ニトリももともと北海道の小
さな家具会社から，今はグローバル企業に成長して
います．そのようなグローバルで活躍する企業が，
北海道から現れています．ニトリはもうかなり大き
な企業ですけれども，他にもソメスサドルという馬
具，革製品作っている会社が砂川市にあります．今
月上旬パリで凱旋門賞レースがありましたが，十数
頭出場している馬のうち 4頭はここの鞍を装着して
いました．企業規模は大きくありませんが，グロー
バルへの展開は中小規模の企業でもできるという良
い事例だと思います．
農業，漁業分野でもホタテの輸出や，十勝では長
芋を薬膳の材料として台湾に多く輸入してもらって
いると聞いております．
話はそれますが，札幌にウェザーコックという会
社があり，北海学園大学大学院経営学研究科で私の
一つ下の修了生だった山崎さんという方が社長をさ
れています．この会社が企画したレンガをモチーフ
としたフォトスポットが北海道庁赤れんがの地下に
飾られています．座って赤レンガの写真を撮るとい
うオブジェを制作するような模型製作の会社です．
もともと中小企業で同族の企業だったところを，昨
年後継者難というところを自ら手を挙げて会社を継
承しました．多くの業界が人材不足である中，この
ような事業継承の方法を取ることも新しい価値創造
の一つではないかなと考えております．北海道庁へ
お立ち寄りのご予定のある方で，もし地下に行く方
はこのレンガのオブジェがあると思いますので，写
真を撮りに行ってあげてください．
さて，チェスター・バーナードは「経営者の役割」
の中で，組織の要素として共通目的，貢献，コミュ

ニケーションという三つを挙げています．経営学で
研究されている基本的な部分というのは，今，私は
社長をしておりますが，実際の企業経営にも役立つ
ものと思っております．先ほど，事業継承した山崎
さんも，「経営学研究科で学んだことを実践してい
るだけだよ」というようなお話をされていました
が，学術的な知見を実践の中に取り入れることも非
常に重要であると思っております．
最後になりますが，当社の中期経営計画でも高付
加価値経営への転換を図り，価値創造を進めていく
ことに注力しております．ちなみに（図 7）はバラ
ンス・スコアカードに基づいた戦略マップです．大
学院での研究テーマを実践でも取り入れて，BANI
時代における価値創造を目指しているところです．

以上で私の講演は終了させていただきます．本日
はご清聴いただきまして，ありがとうございました．

略歴

白幡一雄（しらはた　かずお）
1963年，北海道生まれ．北海道大学工学部卒業．1987
年，北海道ビジネスオートメーション（現・株式会社
HBA）に入社．技術者としてキャリアをスタートし，
在職中に北海学園大学大学院経営学研究科を修了．企
画管理や自治体システム部門などの要職を歴任し，現
場でのシステム開発から組織マネジメント，そして東
京支社長として首都圏での事業拡大に取り組む．2024
年 4月より現職．

図7　北海道発の価値創造（出典：スライド資料より）


